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.財
政
學
は
木
来
政
，

S

的
性
格
を
も
つ
て
な
盤
し
財
政
‘現
象
は
政
治
的
支
配
關
係
及
'ぴ
法
雜
的
規
兒
と
し
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る 

J
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'恥
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成
瓶
的
膨
格"

.
 

ニ

广

(

，5
0

八)

：

少
くty

お
現
象
#
.
跳̂
傲
化
し
た
財
政
は
政
清
め
機
織
をf

せ
成
立
.ね
f

ね
せ
お
'る
が
か
で
こ
の
通
過
の
過
極
.

い
や
明
ら
か 

に
政
治
的
性
将
0
路
印
を
#
さ
れ
る
。1

般
に
認
め
ら
れ
て
わ
る
財
政
の
，

「

支
配
性
S
强
制
性」

と
は
こ
の
性
格
を
論
理
的
に
分
析
し
た 

概
念
で
あ
る
。
例
へt
f
i御
8

.
說

義

族
.の
#

^
が
ぜ
あ
件
に
個
人
倫
理
の
中
に
生
起
す
る
と

5

ふ
の
で
は
な
い
。
個
人
を
支
配
す 

る
超
個
人
的
な
る
も
の
の'存
在
^
認̂
め
、
.

K
r

の
風
個
人
的
な
る
も§

に
對
す
る
個
人
の
服
從
の
必
然
と
義
務
と
を
說
く
の
で
あ
る
。
だ 

か
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
支
配
の
認
容
が
個
人
の
側
に
お
け
る
義
務
の
偷
理
に
お
き
代
へ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

5

0而
し
て
こ
0
支
配
P 

認
容
は
と
り
も
道
さ
す
甘
攻
に
お
け
：る
政
治
的
は
格
を
意
味
す
る
。
P
レ
ン
ッ
•
フ
ォ
ン
•
シ
ュ
夕
ィ
ン
が
常
に
財
政
を

「

國
家
的
•
政
治 

的
現
象」

(staatliche nn<i .politische 

E
r
s
c
h
e
i
n
u
n
g
)

と
謂
ひ
、
ま
た
ヮ
グ
ナ
ア
が

「

國
家
的
共
同
雜
濟J 

(staptliche G
e
m
e
i

ロ
- 

wirtschaf t
)

と
い
ふ
の
は
、
こ
の
政
治
的
性
格
を
强
調
し
た
も
の
と
謂
つ
て
好

財
政
學
に
お
け
る
政
治
的
性
格
の
意
義
と
內
容
と
は
後
段
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
先
づ
こ
の
ま
格
を
帶
が
る
に
至
る
直
接
の
誘

m
は 

之
を
"
强
制
社
舍
體
の
輕
濟
的
活
動
と
い
ふ
財
政
の
本
質
に
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
財
政
斑
魚
は
社
會
的
に
生
産
さ
れ
た
財
貨
が
强 

制
社
會
體
に
流
入•
流
出
す
る
過
程
に
お

5

て
現
れ
る
。
從
っ
て
財
政
活
：動
の
主
體
は
强
制
社
會
體
で
あ
る
。
强
制
社
舍
體
を
豫
定
し 

な5

財
政
現
梭
と
い
ふV
の
は
.わ
り
撒
な
い
。
寧
ろ
財
貨

&
流
動
が
强
制
®
會
體
を
繞
つ
て
行
は
れ
る
と
こ
ろ
に
、
財
政
そ
れ
ほ
體
の 

本
質
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

市
場
經
濟
は
交
換
の
機
構
を
通
じ
，て
行
は
れ
る
。

一

財
貨
の
獲
得
の
爲
め
に
は
、
こ
れ
と
等
價
の
他
財
货
が
提
供
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ 

の
で
ぁ
る
ケ
、
さ
ぅ
ー
；

->
て
こ〉

の
，條
仲
^̂
充
ざ
^
る
眼
り
、
財
敦
の
流
通
：
.̂
自
由
に
行
：̂
れ
る
。
.従
つ
て
市
場
經
濟
組
織
は
ま
た
自
☆
鉱
濟

組
.織
と
ぃ
へ
る
タ
無
論
こ
一
の
場
合
の
自
由
は
あ
ら
ゆ
る
倏
件
に

.お
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
例
へ
ぱ
鏡
爭
の
自
由
、
營
利
ひ 

S
由
は
、.，
殊
に
現
代
の
市
場
經
濟
に
お
い
て
甚
し
ぐ
制
眼

.甘
ら
れ
て
ゐ
る0
.

寧
ろ
，拘
束
經
濟
、
不
完
全
鼓
衆
、
獨
占
現
代
市
場
越
濟 

の
典
型
的
な
も.の
と
.
て
好
い
。#

し
乍
ら
拘&
の
發
生
：原
因
が
獨

‘％

わ
主
體
が
私
的
な
も
ひ
で
あ
る
眼
り
は
、
猶
ほ
こ
れ
等
は
公 

的
强
制
を
離
れ
た
自
由
經
濟
組
織
と
，謂
ひ
得
る
。
赵
經

.濟
內
郁
に
お
か
る
拘
取
、
.獨
占
め
私
經
濟
の
發
肢
、
ぃ
.維
持
を
目
的
と
す
る
も
の 

で
あ
义
i從
つ
て
秘
經
濟
の
も
ウ
自
曲
が
こ
の
種
の
拘
束
、

'獨
，占
^
:
^

歡

ら

し

た

が

の

と

謂

ふ

ぺ

き

.で
あ
る
。
.故
に
市
場
經
濟
に
お
け
る 

拘
束
•獨
ほ
は
飽
く
ま
で
科
的
自
れ
を
根
基
と
し
て

.ゐ
を
？
强
力
な
る
ヵ
ル
チ
ル
助
成
法
の

#
す
る
場
合
で
も
、
着
業
の
種
類
に
ょ
つ
て 

獵
ほ
ア
ゥ
ト
サ-
^

グK

れ
-存
す
る
所
以
サ
あ
る
？

 
j
 

じ
現
代
鹤
濟
組
織
に
：：は

、
ヮ
以
上
の

cn

由
經
濟
組
織
：

E

對
し
て
、-强
制M

濟
組
織
が
あ
る
。
こ
れ
が
財
政
を
意
味
す
る
こ
と
は
旣
に
明
ら 

か
で
.
る
我
、
，
の
財
政
は
强
制
政
消
體
露
濟
活
動
の
主
體
と

.
^

る
結
果
V
略
然
时
に
强
制•
ま
配
の
本
質
を
具
有
す
る
。
强
制
社 

舍
體
超
倘
人
的
な

.も

.の
ザ
あ
を
か
ら>
 

こ
れ
と
—

濟
單
位
と
の
關
係
は$

經
濟
に
お
け
る
が
如
き
交
換
關
係
で
は
な
い

0
其
は 

原
則
と
し
て
ニ
，方
的
意
志
の
も
と
に
行
，は
れ
る
强
制
駒
係
で
が
例
へ
ぱ
热
嗽
に
艦
す
る
と
否
と
と
は
個
人
の
自
由
で
は
な
ぐ
？
財
政 

の
'主
.體
は
租
貌
納
入
の
義
務
を
命
し
强
制
ヤ
る

.の
で
'が
を
0
財
政
現
象
の
起
る
と
こ
：ろ
、
其
に
は
必
す
こ
の
强
制
性
•
支
配
性
が 

つ
き
ま
と
つ-で
、か
か
。

.
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K
r
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.

.

ト
短
世
に
ぉ.け

る

基

本

的

，
^

社

會

は

國

家

ザ

わ

を
o

:
ホ

れ

ら

断

家

を

主

體

と

す

脉

化

現

象

は

今

日

ま

で

ま

本

主

義

發

勝

の

素

地

を

踏 

る
セ
め
に 
>

:
ま

た

ユ

般

輕

濟.诉

勒

の

彈

條

れ

な

る
1
た

め

に

、
ァ
極
め
を
敏
耍
な

^

^

從

割

か

歉

じ

て

來

；

^
0
;
:
.然
レ
を
：ル
等
の
—

史

的

|
|
氣
ほ 

財
政
#

一
か
成
清
的
愧
格
：

. 
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i
i
f
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i
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助政̂
かか清飯あにマ 

：

0
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(Tsio)
組
織
の
想
實
形
熊
は.國
家
で
ぁ
り
、
從
っ
て
財
政
と
國
家
綴
濟
と
は
现
實
の
經
驗
對
数
と
し
て
は
完
全
に
合
一
し
て
ゐ
，る
。
特
に
現
代 

に
お
い
て
は
國̂
的̂
色
骇
が
强
い©
.で
ぃ「

か
絡i

s
®

て
の「

財
政」

ょ
ヴ
も「

國
家
經
辨J

の
名
僻
.が
適
當
じ
て
ゐ
る0 

.
單‘M

言
葉0

代 

置
と5

ふ
よ
り
-?̂
、
そ
の
內
浴
か
ら
言
つ
て
さ
う
で
あ
る
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.
は
國
民
的

i

覺

の

が
^
代
財
改
の
顯
著
な
方
向
で
あ
一
を
ご
を
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
を
？

‘‘
：

脉
政
學
かi

洽
的Si
條

專

ら

國

家

の1

を
風
む
て
略
印.せ
ら
れ
る
。
，
さ
う
し
て
こ
の
性
格

s!,c

容
は.1

に
國
家
の
：機
能 

に
快
作
す
る
。
國
家
自
體

'の
#
®
i

能

敬

國

象

論k

よ
っ
て
說
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
今
吾
.々

ホ
こ
の
糊
の

一

般
論
に
ほ 

衝

入

ら

ぐ
-能諭國何に解するかと

i

ふ
こ
と
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
最
も
永
質
的
な
間
題
で
あ
る

0
だ
か
ら
財 

政Sif

の
嫩
治
断
密
格
ぢ
究
明
す
.る
過
程k

お
いVJ
と
の
點
當
黎
に
；

さ
れ

るP

あ
ら
う
。
唯
だ
：

T

般
諭
を
避
：け
、

：

問
題
の
本
質
に
係 

は
る
觀
斷
に
お
い
を
と
り

.お
げ
か
う
。
か
ぐ
ポ
國
家
の
機
能
•形
態
が
當
面
の
：間
題
と
が
っ
て
來

マ

リ

經

斷

晰ir

象
と
に
；め
の
國
氣
の
機
能
，

"形

態

全

社
^
機
構
の
.流
®
と
相
關
聯
レ
て
絕.ぇ
す
動
一
い
て
ゐ
る

0.
、
例

へ

ぱ

藤

史 

的1

み
て
.
^
、
- 

:
5
|
^

廣
國
象
ど
市
ぜ
敏
家
と
は
權
か
の
所
#
み
&
そ
の
意
義
が
異
っ
て
居
る
か
ら
，
從
っ
て
國
家
の
機
能
も
相
違
す
る
。

同
t
市民
國家
にお
ホ

.
、̂
初

期

襄

主

義

の®

能
>
資
：教
主
義
發
展
期
の
國
家
機
能
及
び
渐
國
生
義
下
の
國
家
機
能
と

.

.
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•

ぽ
其
れ
ぞ
れ
相
逮f
る
。
か
、
る
撒
能
の
變
異
は
財
政
の
'具
有
ず
る
政
治
的
性
精
の
：內
容
を
異
ら
し
め

.る
？
蒸
し
財
政
の
輪
靡
は
全
く

國
家
.
0機
能
に
-

っ
：て

決
{，せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
、る
。
.
即
ち
國
家
の
.
.機
能
は
財
政
の
：範
圓
と
形
態
と
を
規
定
し
、
更
に
其
は
樣
々
の
財

.

.
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政
現
象
が
も
っ
と
こ
ろ
め
：：政
治
的
性
格
：の
内
容
を
決
お
す
る
。
：
，

:

か
く
て
吾
々
：は
財
政
：の
生
傲
が
國
家
で
あ
る
と
ろ
に
財
政

'に
お
け
ネ
政.治
的
性
格.の
具
有
性
を
認
め
、
.而
し
.て
こ
の
性
格0

.

8 

'

を
決
定
す
る
も
の
；は
：國
家
の
機
能
で
あ
る
こ

.と
を
識
つ
た
。
從
つ
て
以
下
國
家
機
能
諭
の
變
遷
を
迪
る
こ
と
に
ょ
っ
て
こ
の
性
格
の
內 

容
を
明
か
に
し
か
か0
、：：：r
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- 

ふ
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■

.財
政
.と
緒
び
っ
く
國
家
機
能
の
變
遷
は
財
政
史
の
分
析
に
ょ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
國
家
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財政.社會學.の展開％ま
！第I

二

十

卷

第
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ズルタンの說明につ.いては、っ二元的經濟組織諭し

(
本誌第二十九卷第十號所®1

九丄5
頁.參照
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擧
げ
た
國
家
形
態
の
類
型
が
國
家
の
機
能
を
決
定
し
、
而
し
て
こ
の
機
能
が
財
政
の
政
治
的
性
格
の
内
容
を
規
定
す
る
。
然
し

こ

、
セ
：
I
V
!兩
家
形
態
と
機
能
と
お
歷
史
的
ば
1
:
膨̂
1
|
1ず
る

§̂耍
は
な
い0 :

吾
：々

の

M

的
.と
す
る
と
こ
：ろ
は
、
財
政
：學
の
成
立
過
描 

に
お《

て
.
>各
時
代
の
國
家
機
能
が
財
政
#
の
藥
と
し.て
の
贈
系
に
：作
用
し
、
學
間
內
寒
の
中
に
如
何
な
る
政
治
的
性
格
を
包
蔵
し
て 

来

た

か

を

明

ら

か

ホ

す

'る
：と
ど
ヤ‘ぢ

る

。
一そ
一こで
翁
は
財
政
：學

，の
發
展
過
：程

を

分

析

レ、そ
の
學
間
內
容
に
採
り
容
れ
ら
れ
た
政
治
的 

性
格
と
國
家#
機
能
と
紘
ぴ
タ
て
衆
察
し
ポ
み
よ
ラ
。

先
づ
ガ
义
ラ
ズ
ム
か
ら

3：

發
す
る
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.
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カ
メ
ラ
ー
タ
ズ
ム
は
第
十
六
他
組
よ
り
第
十
八
世
紀
に
至
ネ
獨
乙
重
商
主
義
理
論
の
殘
淳
で
：あ
る
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.
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濟
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財
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；
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治

：家

で

あ

り

、
，，
同

時

に

財

政

0

經
濟
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濟
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；
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西
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？
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あ
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他
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肴
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る

厚
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政

ま̂
^
. 

廷
雜
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t
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h
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斯
く
て
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メ
一
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リ
ズ
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め
麻
治
的
性
格
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3
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廷
經
濟
に
緒
び
っ
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ら
4
次

憲

セ
'益

^
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し
て
，の
內
：
^
を
も
0
ー
て
，：ゎ
る'
。
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：

/

,
、
c
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)

到
る
-と
こ
ろ
带
達
は
國
廉
財
政
を
自
分
自
身
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0
私
經
濟
'え
考
へ
：

'
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を
力
、
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オ
勝
宇
に
始

凍
-
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-
*
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思
ウ'ザf

お
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で
あ
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。
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ダ
ナ
ァ
は
謂
ふI「

ァ
シ
シ
ャ
ン•
レ
.ジ
ー
ム.，の
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t

代
を
通
じ
て
、
否
更
に
進
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で
第
十
七

•八
货
紀
.の
，絕
謝
ま
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時
.代
に
お
い
て
さ
へ
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あ
る

;

見地からみれば>現
ま
吾
I
嘉納ずi
l
gし
た
時
代
さ
へ
も
再
び
営
の
I
Iの大部分には、I
家

.:，"
長鯽
的
な
大
領，ま
制
'の
特
質
が
赠
は
固
着
し
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ゐ
た
し
。
そ
し
て
大
領
主
制
が
さ
ぅ
で
ぁ

0
た
や
5
に
、
國
家
も
亦
こ
の
時
代
に
あ
た
っ
て
は
破 

;
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,
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'懂
し
た
經
濟
を
行
っ
て
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た
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で
あ
を
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。
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す
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：
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に
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給
し
得
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會
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に
し
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得
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め
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找
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泉
と
し
て
の
農
業
の
發
展 

が
必
で
あ
か
。M

に

か
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れ
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。
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扱j4

資
料
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r

手H:

業
者
の
：

す
タ
原
料
を
躲
徘
，す
：ぶ
か
ら
で
あ
る
。
農
民
階
級
は
最
必
要
な
赠
級
せ
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
農 

民
の
，勞

働

な

く

し

：：て
は
、
：
，：
手

M

業
者
は
其
の
加

H

の
對
象
物
を
すo 

t
c
y
が

出

來

す

、
，
又
こ
の
農
業
階
級
及
ザ
レ
手
工
業
階
級
な
く
し
て 

は
、
商
業
取
引
：
^
行

後

き<5：?

ま

4

サ

ま

"；̂
論
商
業
-
^
-
^
ゆ
澳
ま
る
 ̂..III
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.
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お
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よ
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力
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ま
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絕
對
主
義
は
芬•佛
に
於5

て
は
醜
に
早
く
揚
棄
せ
ら
れ
、
自
由
主
義
が
こ
れ
に
代
っ
た
？
特
に
英
國
に
お
い
て
は

•
こ
の
自
由
キ
：
義 

は

第

十
t：i

世
紀
に
支
配
的
思
想
と
な
り
、
第
十
九
世
紀
に
は

1

般
立
憲
閥
家
の
基
調
と
な
り
た
。
素

〜

封
建
制
虔
に
對
す
る
市
块
社
會 

の
鬪
爭
.の

生

：̂
ホ
自
W
ま
義は

、
：：：

救
建
的
拘
束
の
打
破
、
自
由
な
る
維
濟
活
動
確
保
を
目
的
と
す
を
も
の
で
あ
る
。
即

. 

• 

.

.

. 

.
-
•
•
•
•
•
•
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•
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I

ち
經
濟
的§
由
主
義
は
資
本
の
自
由
な
る
活
動
を
要
求
し
、
こ
の
耍
求
は
政
治
的
自
由
の
耍
求
と
合
し
て
議
會
政
治
と
租
稅
の
承
譜
灌 

と
：を

成

せ

し

め

た

？
；
而
し
：て
こ
の

.：要

求

は

英

國

に

於

い

て

自

然

旦

：
ク

.最

も

典

：型

的

な

結

貴

を

遂

げ

‘た
。
：
：

.
，
：
：
.

ま
義
下
に
：お
る
國
家
の
機
能
は
、
；；

.自
由
鏡
爭
を
保
誰
し
、
.單
に
法
治
國
家
：と
し
て
の
®
能
を
達
成
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
た
0:
ド
 

こ
の
*
合
> 
資
本
主
義
發
展.の
：耍
素
は
國
家
權
力
の

S

縮
に
在
っ
た
。.換

言

す

れ

：ぱ

ど

の

時

代

に

4

け
る
國
家
活
励
の
主
耍
目
的
は
、 

個
人
資
本
の
：
.活
動
力
が
全
幅
の
作
用
を
發
揮
す
る
た
め
わ

.：、
社
會
的
秩
序
の
維
持
.で
あ
っ
た
。
國
家
の
機
能
が
斯
く
の
如
く
で
あ
る
と 

す
れ
ば
、-財
政
は
自
ら
局
限.せ
ら
れ
る
。
：
.自
由
主
義
國
家
下
に
お
け
る
財
政
ぱ
常
に
：消
極
的
，
消
費
的
意
義
に
解
せ
ら
れ
、

「

最
も
安
價 

な
る
國
家
は
最
良
の
國
家

」

と
さ
れ
る
。
か
く
て
こ
の
財
政
思
想
は
前
記
の
國
家
機
能
を
遂
行
ず
る
だ
け
の
極
め
て
稀
薄
な
る
政
治
的

性
格
を
も
っ'に

す

ぎ

な<
f
m
T
r

の
論
者
に
っ
い"

P
、

自
由
主
義
財
取
思
想
に
お
け
る
政
治
的

&
将
の
，內
容
を
み
ょ
う
。
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自
然
的in

由
の
主
義
し
に
基
い
て
財
政
學
を
說
い
た
も
の
に

‘ァ
ダ
ム
ブ
ス
る
ス
が
あ
る
。
輝
に
述
ぺ
た
や
う
に
，、
；國
家
機
能
論
が
財 

政
諭
の
i

を
な
す
の
で
あ
る
が
ら
、
先
づ
こ
.の
點
か
ら
述
べ
ょ
う
？

.

.
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リ
ス
ミ
，ス'が
求
.め
る
の
'はr

詞

の

跋

護

制

隅

の

ポ

策
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1

播
ホ
：る
こ
と
で
あ
る
。
之
をIV
掃
れ
ぱ
、「

明
白
に
し
て
簡
單
な
る
自
然
的

自

由

：
の
，
主

義

，
，
が

良

ら

.に
：し
す
確
立
を
れ
る
ィ

「

自

然

的

自

由

の

，主
義

ui
は
.何
か
ぬ
：
：
荀

も
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正
：義
の
：法

を

侵

さ

ざ

る

眼

り

」

各
人
，を

し

て

蒸 

に
其
の
自
已
の
利
益
を
追
求
し
、
g
己
の
勞
働
と
資
本
と
を
他
人
の
其
れ
と
鼓
争
せ
し
め
る
.主
義
で
あ
る
。
而
し
て
ス
ミ
ス
に
從
へ
ば
、 

社

會

を

，構
成
す
：を

各

倘

人

が

&
然

傅

つ
.て
：
取

へ

を

れ

た

を

iii

向
-

れ
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の
，缴
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善

サ

んi
ギ

る

努
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熊を；改詹
す
る
自
然
的
努
力
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由
と
安
全
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を
以
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；こ.れ
を
行.
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こ

と

が

許

さ

れ
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あ

る
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/
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甚

だ
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な

る

原

，理 

で

あ

つ
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.弧

力

こ

れ0

み

で

何

等

；
の
：
助

力

な

。
ぐ

と

も
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；：

費
.に
‘
；
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富
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^
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：
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會
觀
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基
ま
；
國
家
め
.機
灘
ふ
次
の
，111
點

に

，限
つ
；
た
：

0X

自
然
的
自
由
の
制
族
に
由
れ.ぱ
、
：君
主
は
唯 

だ
三
個
の
.任

務

を

有

ず

る
'に
適
ぎ
：ぬ
：

0:
と

：の

任

務

は

重

大

：
で
あ
る

.け
れ
.ど
も
、
通
常
め
现
替
を
有
す
る
者
：に
は
，簡
單
に
..理
解
せ
ら
れ
る
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即
ち
第
一

:,ぼ
社
會
を
他
の
親̂:|
せ
る
社
會

.の
：
暴

ヵ
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傷

赂

と

か

ら

防

護

ず

る

れ

®
務
一、：'
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各
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を
社
會
の
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他
の
各
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本g

義
又
は
感
撒
を

W
護
ホ
べ
：：き
義
務
、換
言
す
れ
ば
、
疋
義
の
厳
密
な
：る
行
政
を
確
立
す
，る
の
義
務
、
而

し
て
第I

二
；は 

そ
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設
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維
持
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^
^
4
i

ポ
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伽
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；
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れ

；

^
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瓦
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激
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雜
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あ
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收
^
<調
敏
§;問
题
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政
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だ
驚
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み
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ス
：ゆ
經
費

錫̂
入
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M
i

S
這
人
る
仏S

は
な
；̂
、で
あ
ら
ぅ
。
當
面
の
問
題
と
し
て
ス
ミ
ズ.の
國
家
機
能
む
識
れ
ば
、#

れ

め

脉

政

思

想

に

お

け

：る

政

治

的 

.，性

梭

の

內

容

は

旣

に

明

ら

か

だ

，か

ら

で

あ

.る(

r'〕

o
 

:

、

.
r

)

リ
‘ヵK
ド
.ォ
に
‘お
い
て
ほ
、
自
由
主
義
社
會
觀
は
少
く
と
も
次
か
如

-
^
^
/
肤
態
；で
現
れ
.て
ゐ
る
一̂「

完
全
な
る
自
由
交
=
^
の
制
度
の
も
と 

' 

;

.
に
於
：
，..て
は
、
各
國
は
旧
然
廣☆其
の
：
資
本.襟̂
働
と
を
自

：5

に
最
も
有
利
な
：ろ

.が
如
き
旧
建
，に
捧
げ
る
。

Z

此
め
伽
入
的
利
益
：の
追
求
が
よ

V

 

:

,

全
懷
の
查
般
的
福
繊-化
結
-
付̂
ゆ
ら-れ
ー
て
受/し
と
ほ
籍
獎
サ̂
ま̂

の
^
^
-
^
^

る
^
‘勤

勉

を

激
-
^
-
^
ぷ
ー̂
と̂
忆
依
つ
セ
’
ネ
れ
は
勞
働
を
最
も 

=

有
效
最
も
經
濟.的
に
分1
す
え
と
同
時
に
、

，1.

般
的
生
塵
額
す
播
加
せ
し
め
.を
S

に
故
’ひ
.：.て
，，

t 

1

银
の
典k

細
帶
を
以
て
全
文
明
世
界
を
通
じ
て
諸
諷
民
を

一

個
の
帶
遍
的
社
會
に
結
合
せ
し
む
^
^
^
も
の
で
あ
る
レ

(Principles 

o
f 

politics!

,.
.

,

Ecbrbmy  

§d Taxatio?  McculIoch*s  edition,  pp.,  75-76

小
博
士
譚「

經
濟
取
及
課
愛
原
理
し(

岩
波
文
庫1

T

八W
)。

從
つ
て
彼

パぶ
.：

な

h

ガ

球

：ぐ
系
：
4
:ザ
A
亦

費

め

消

費

的

性

質

を
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H
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の
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總
ヴ
で
ガ
公
的
消
費
は
，
そ

れ

自

:

個
の
：欲
望
の
.滿
足 

よ
り
公
衆
、に
生
ず
る
利
益
以
外
は

t

何
等
の
報
償
を
も
有
せ
ざ
る

P

牲
た
り
害
悪
た
る
を
以
て
>
,善
揖
な
る
行
政
は
，狭
し
.て
支
.出
せ
む
'が
た 

め
に
支
出
す
る/.J

と
な
く
"
.ま
た1

個
の
欲
望
滿
足
よ
り
公
衆
に
生
ず
べ
き
利
益
が
此
の

£1

め
に
公
粥
の
供
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
丄
犧
牲
の
，程 

< 
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"
;
i
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す
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段
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ル
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時
代
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灰
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白
由
主
義
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成
熟
期
に
建
し
た
。
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こ
の
思
想
の
成
熟
は
産
業
資
本
の
.發
展
と
絡
び
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け
て
考
ぺ
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れ
ね
ぱ.
な

ら

ぶ
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本

来

ぐ

絕
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對

尊
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壞
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産

業

資
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展
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資
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に
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狹
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げ
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^
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ぱ
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壊
し
た
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め
産
業
資
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國
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に
お
か
てt:
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由
を
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ふ
タ
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と
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ポ
し
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求
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れ
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な
つ
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お
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#
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；
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ら
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；
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が
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濟
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國
家
機
能
は
自
由
主
義
下
に
'お
い
て
斯
く
の
如
く
に
膠
縮
せ
ら
れ
‘た
。'
:國
.家
の
活
動
は

「

必
要
な
る
害
惡

」

風
さ
れ
た
の
で
あ
る0
從 

P
て
：こ
の
活
動
を
中
軸
と
す
る
財
政
も
自
ら
極
め
て
消
極
的

•否
定
的
意
義
を
も
つ
に
す
ぎ
.な
く
な
つ
，た
。#
し
乍
ら
、
こ
の
こ
と
は
決 

し
て
財
政
の
も
つ
政
治
的
性
格
の
餐
息
を
意
味
す
る
の
で
は
な

.て

.否
寧
ろ
、.
.こ
め
：輪

靡

、
，
こ

の

根

幹

に

'お
い
て
、
財
政
は
極
め
て
鮮 

明
な
る
政
治
的
白
由
主
義
り
性
格
を
撒
び
た
の
セ
あ
る
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自
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主
義
.の
：必
然
的
な
諭
理
上.の
發
展
と
し
て
民
主
主
義
が
生
起
す
る
。
民
主
主
義
は
決
し
て
自
由
主
義
か
ら
引
き
離
し
て
者
へ
ら 

れ
て
は
な
ら
な：
s
o 

‘
其
は
資
本
主
義
の
發
展
過
程
に
お
い
て

'柴
す
る
自
由
主
義
の

一

形
態
で
あ
る
か
ら
。
而
し
て
自
由
主
義
の
も
つ
社 

倉
原
理
は
總
ぺ
て
民
主
主
義
の
ゆ
に
包
攝
せ
ら
れ
る
ゐ
る
の
で
あ

.る
。
然
し
政
治
的

€
；

類
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政
治
意
志
め
構
成
內
容
か
ら
謂
ふ
と
、
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民
主
主
義
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前
禅
し
た
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な
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上
資
本
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時
代
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由
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異
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ぬ
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民
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に
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て
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治
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化
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能
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化
し
た
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由
主
義
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力
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濟
的
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姑
く
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く
と
し
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、
こ

の

複
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化 

b
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國
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動
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目
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第
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八
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中
葉
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第
中
九
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葉
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濟
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葉
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膚
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す
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。
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葉

，は

社

翁

政

策

伸

を

か

よ

|0|

味

ホ

ま

る.
ツ⑩愈
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；
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烏
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；る
資
本
が
明
れ
，

^
と
、
：

本

は

政

，治

意

め

運

を

要

求

す

る

0
/
;
さ
ぅ
.し
.ズ

自

由

競

薪

，
^
.
よ

さ

厕

震
®
だ
肤顧
--̂
:

て
來
え
。
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激
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滴
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；
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融
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：
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仏
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。
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す
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取
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膨
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條
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世
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到
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自
由
主
義
國
家
觀
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至
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で
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.財
政
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と
も
財
政
學
の
，
構
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に
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て
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そ
の
政
治
的
性
格
を
白
覺
し
て
居
ら
な

，
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っ
た
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.其
は
唯
だ
强
制
社
會
體
を
主
體
と
す
る

‘財

政

の

本

質

，上
.、

必
然
的
に
こ
；
の
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的
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：
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独
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：
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を
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、..あ
み
まy

前
述
.じ
だ
そ
と
で
本
筋.に
立
^

け
る
財
政
學
の
政
治
的
性
精

-jV

分

析

し

：
よ
う
。

 

-

に’ 

：-

ペ

.

.

. 

ン
ヮ
グ
チ
：ア
.
'に

お

け̂
Q
:
財

政

：思
想
の
：特

徵

は

：

^
;お

政

藥‘の
極
據
に
；社
會
政
衆
め
：，理

論

を

導

入

し

お

；

^
ぶ
に
：に.在
る
o
彼

れ
'は
社
會
政
策
；
 

を
遂
行
す
：ぺ★
國

家

祸

動

を

：耍

旗

し

た

。

：®

家

の

機

能

は"自

由

主

義

者

め

要

請

す

ポ

が

如

，く

> ,
個
人
め
人
格
を
保
障
し
，
生
命
財
產

S

愛

固

を

は

か

る

こ

よ

に

：
限

定

さ

れ

て

，は

な

ら

ね

◊

齒

家

は

吏

に

進

ん

で

所

謂

「

社

會

的」

機

能

を

遂

行

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

0

彼
れ
の

; 

.

.

.

思
⑧
が
「̂
5•SMi!^.J(■

eI:alstf )

よ
.
2
^

「

；̂
會
國
家」(

5
.
0
2
1
3
4
3

け
ロ&
タ
へ
：の
族
開.
4
;
;
:

見

警

れ

る
6
は
と
：の
點
せ 

ノ
 r

い
ま
；！
ダ
：
'す
f
の

思

想

あ

分

析

す

る

前

に

、
：被
の
有
名
な

s

oめ
®
濟

組

織

原

理

を

あ

げ

ポ

お

：か
う

0
,,

器

は
 

理

、
：共

同

厳

濟

的

原

理

及

び

慈

善

的

原

纖

.
1
1
:
原

鍵

を

說

：き
サ
こ
め
；

湖.f

ば
.シ

個
*
<
經

濟

韻

は

：、
，
無

人

，
の
i

的
利

益

；
：へ
め
：努

力

、
：：：

^

濟

：
原

則

，
の
：

厳
.，

震

な

ー

ぷ

廣

想

に
 ̂

と
め
場
合、
i
 

定

：$ま
.理

漠

：
^
め
，費

滴

ホ

；以

ぼ

最

：汰

め

鼓

果

を

-
5
^

 

^
0
;
鶴

濟

：：
の
：
原

如

せ

あ

ゎ

、

.®■
3ll®.:で

あ
.o.-自

由
契
約
め
法
雜
形
®
セ
あ
：；̂<̂

<̂
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敵
政
舉
の
：政
治
的
性
格

C
P
H
H
l
八
.：>

而
义
ポ
共E

S
I

に
：#

け
る
薛
的
設
®H

り
共
同
饒
濟
：
の
：原
理
が
生
す
る
？
 

i

s
に
ま
t
共
：！̂

濟

組

織

お5

セ

：
は
、
：
財

貨

:
の
.生
產
•
精
費
遙
產
败
養
の
分
配

 

>
:費

用

：

の
.：

充

足

等

が

總

ぺ
て
.社
會
自
的
に
應
じ
は
れ
る

.ぽ
こ
☆
經
濟組
織
は
、
^̂

•
 

•
-
:

'
る
欲
：望

め

：合

目

的

的

な

充

足

：セ

、

自

由

經

濟

組

織

；
の

中
：：y

生
す
.る
社
會
的1

に
對
す
る.鎭
拓
1
>段
ね
必
要
ど
ぱ
並
い.，て
存
立
す
る
。

:J
a
m

慈

善

的

原

理

；
は

®
終

的

震

に

、お
け
る
遣
德
的
行
爲
め
内
的
規
定
力
を

S
雄

ど

ず

考
.是

ぱ

少

，
ぐ

と

も

、
、
丢

■©理
想
裂
に
お

5

て 

は
ャ1

剑
の
：利
己
的
動
機
に
打
ち
克
つ
も
の
で
：あ
る
。
，命
述
し

#
ニ
個
め
..霞

組

纖
.に
.お
や
t
充

さ

れ

な

い

：
間

隙

が

と

.ゐ

慈

善

的

經

濟
 

，組

織

に

：
よ

：
つ

T
充

足
.さ

れ-る
0 

-
、
二
み
，
：
：

::;y

出
®
し

た

井

同

霞

組

織

は

ク

ヮ

グ

ネ

ア

だ

：ょ

冬

と

、
，

二
：

つ
：：の
；：

構

成

を

も

現

れ

る

：。

1.

は■JHI

由

'意

志

的

な 

生

す

，る
：
^
1
1
1

由

共

同

經

濟

：で
；あ

り

、
他

ぱ

播

カ

共

同

®
に
よ
れ
、
' 疆
制
的
成
せ
ら
れ
る
强
制
共
同
鶴
濟
で
あ
る
。
財
政
は
"と
の
播
カ 

贈
を
核<：3

と

ず

る

共

同

鹤

濟

に

外

な

ら

：ぬ

e
.
s

ち

彼

れ

は

强

制

共

同

經

濟

體

，た

る

公

共

體

が

そ

の

.職

分

を

盡

す

た

め

に

必

要

な

る

財

貨 

〈

就
-

?

§̂
¥
廣

し

：具
つ'之

を

使

ぜ

ま

：爲
め
：
に

.營m

こ
-タ
の
.經

濟

を

財

政-
謂̂
：，つ.て
‘ゐ

る(

ぶ〕

、ぐ
：
.
'
だ

か

ら

共

同 

財

政

は

與

に

營

初

か

ら

そ

め

本

質

：に

.お
かV:

社
會Sf
目
的
0
遂

行

を

任

雙

す

る

？
セ
の
、任
赫
遂
行
，の
霖
め
の
國
家
活
動
が
前
述
の
所 

:

謂
；

「

社
，̂

家
，，，
，
.の
.機能をしサ

，AĴ

於
#
'
:
7
ダ

サ

：ァ

財

政

學

に

於

'せ
る
‘特
殊
0
政
治
的
性
格
を
構
成
し
て
ゐ
，る
。
而
じ
て
彼
れ
の 

財
政
學
が
さ
の
，

S

會

政

策

例

機

能

；
の
；遂
行
を
豫
定
ー
レ

'て
一

I
I

成

ま

れ

セ

を

る
.と

と

え

ほ

學'の
龙
ク

政

治

的

性

摘

の

，
白

覺

が

あ

る

。

• 
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^
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こ

の

自

覺

は

、
，
纖

に

も

述

.ベ
た
.や
ぅ
に
、i

家
機
能
わ
擴
大
ヤ
ふ
現
實
的
事
象
に
寒
ぐ

.も
の
で
あ
を
？
®

家
機
熊
の
擴
大
は
直
ち
に 

財
政
现
象.の
牆
大
を
意
味
ホ
：る
タ
盡
レ
機
能
遂
行
の
爲
め
に
ほ

i

を
必
勝
ど
す
る
か
ら
で
あ
る
。
.
輕
費
膨
膜
の
現
象
と
其
の
結
果
ょ 

り
生
す
る
國
拷
負
擔
の
重
腿
は
>
多
ぐ
財
政
事
奢0
注
意
を
惹
い
て
ゐ
る
が> 
と
め
現
象
の
法
則
化
は
旣
に
ヮ
グ
ホ
デ
ぬ
述
ぺ
お
と
こ 

ら
で
.あ
るデ
即
ち
謂
：ふ
！

「

额
タ
な
る
國
パ
稱
々
な
る時

代

ね

包

括

的

比

校

の

問

題

と

す

>
0

進
歩
的
國
民
に
お
い
て
は
、
中 

来
並
び£

地
方
W
政
府
の
法
動
が
規
則
的
に
增
太
す
る
，と
：い
ふ
ふ
と
を
录
レ
て
ゐ

_を
ネ
斯
る
增
大
は
ー
エ
，か

え

'チ
ン
一
レ

〉

1
グ 

た
ィ
ン
：
.チ
ン
ー
レ
ー
:ゲ
で
あ
：る
。
：
即
ち
中
央
.及
方
政
府
は

®
ぇす新

.
^
:
^
能
を
を
と
同
時
に

> 
ま
た
新
奮.雨

機

能

を

一

.層

有 

效
に
、
，r

膨
完
全
に
遂
行
ず
る
。
斯
く
て
、
：國
民
の

'經
濟
的
要
求
は
、
更
に
廣
巡
に
、■

に
#
足
に
、
中
央
及
び
地
方
政
府
に
ょ
っ
て

' 

充
足
：せ.ら

れ

る

。

こ
：.

の
明
確
な
る
證
明
ぱ>
:中
央
；及
：び
地
ポ
政
治
單
位
に
#
ゆ

る

を

要

増

加

を

，示

す

統

律

に

.お

い

て

見

出

さ

れ

.る
の
で 

み
る」

へ

と
0
ツ
-て
’.

ベ

パ

；
.'ニ，-:::  
r

レ
-..'  

レ

^̂
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斯

》

て
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ヮ
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グ

ォ
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ァ

に

，
お

5

を

：̂
、
.輕

覺

膨

服

の

：
現
：象

は

§

發
痕
に
伴
み
必
然
热
な
財
政
現
免
ず
あ
る

.。
：
何
故
な
ら
ぱ
>
,
國
家
り
傅 

族
の
：過®
に
料
い
：て
ま
必
露
ほ
擴
大
し
、

.無
は
-
か̂
も
度
ざ★
經
費
の
を
招
來
す
る
か
ら
.で
あ
る
タ
從
つ
ポ
所
購 

「

經
服
の
原
則
じ
は
ま
を

「

國
家
行
爲
赚
大
の
厳
則

」

と
謂
ぺ
ぱ

J

層
根
本
的
で
あ
る
。
"確
か
に
ヮ
グ
ナ
ア
は
國
家
行
豫
擴
大
の
.原
則 

を
説
かS

O
.
I
S
4
I

嚴

史

的

に

か

ガ

も

、
；
紘

計

的

に

み

て

：も

^
®民

經

濟

及

び

：文
化
か
一

1

.
に
伴
ひ
>
.
公
的
沿
動
若
し
ぐ
は
國
家
活 

動
は
，明
ら
か1に
#
!
<ネ
^
^
#
^
1
が
あ
を
ぶ
こ
のi
大
：̂
極
め
v
規̂
則
的
で
あ
り
旦
つ
明
ら
わ
に
を
の
內
的
原
因
及
汉
银
件
ゆ
遺
元
せ
ら
.

： 

V 
-
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厥
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ま
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と

、
と
が

出

来

る

：ボ

i)

.と
。
，
.ヮ
グ
：
.ナ

ア

は

彼

；れ

ね

時

代

：に
じ

#
法
W
の
：實

S

を

見

が0
:さ
ぅ 

し
て
こ
の
こ-
か̂

き

：

新
.-3

祭

的

：時

代

し

に

か

を
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確
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お
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あ
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バ
社
會
的
時
代
國
家
は
社
會
ぽ
家
で
，：：
か
を

9
:

こ
；：

の
：.社
會
國
家
お
中
軸
と
ず
る
財
政
：

tr.':

前
述
し
た
や
ぅ
に
；

M
U

政
策
的
：目
的 

を
具
有
す
一
る
。
而
し
：て
こ
の
政
策
思
想
ほ
欲
れ

C

祖
檢
諭
化
将

.
i

セ
最
も
.鮮

明

に

現

れ

せ

廣

を

ち

粗

魄

ほ
®

め
：よ
.

る

联

の

制 

獲
得
で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
は
：こ
れ
を
個
人
主
義
社
會

y:

お
け
る
財
産
及
び
分
配
の
不
公
平
を
鎭
正
す
る
社

#
政
策
のf.

段
に
利
用
す
る
。 

ヴ
ダ
ナ
：ア.に
よ
れ
ザ
、
租
税
は
こ
れ
を
以
て
支
出
を
辨
す
る
と
と
ろ
の
純
財
政
的
目
的

Q

外
に
、
猶
ほ
國
民
所
得
の
分
配
、
個
人
所
得 

消
費
め
統
制
、一

般
に
，賞
の
分
配
を
公.正
の
：概
念
に
從
つ
.て
改
變
す
る
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
社
舍
政
策
的
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ 

:

る
。
.彼
れ
ほ
こ
の
點
を
次
；の
如
く
謂
つ
ヤ
ゐ
る
）

「

こ
れ
を
財
政
上
の
意
酸
よ
り
®

へ
.ぱ
> 
租
税
.と
は
V
公
共
圓
體
の
事
務
施
設
に 

對
す
る：j

般
的
報
償
と
し
て
、

.一

般
的
の
：原.則
と
標
準
と
に
よ

x>.、
：

公
共
圓
體
が}，方
的
に
定
む
を
，
^
.こ
ろ
の
方
法
を
以.て
、
ま
た
そ 

の一

方

的

：に

定

む

る

額

に

あ

い

て

、
公

共

：闇

體

が

を

：
の

財

政

上
：'

の
必
要
.を
充
た
す
爲
め
に
、
そ
：の
主
構
に
基
い
て
：强
制
的
に
.個
人
よ
り
徵 

收
す
る
と
と
：ろ
の
賦
課
物
で
あ
る
0
:文
こ
れ
を
社
會
政
策
上
：の
意
義

4^

り
：云
：

へ，：

ぱ
r
租
税
と
は
財
政
上
れ
必
耍
を
充
た
す
と
同
時
に

> 

若
し
く
は
財
政
上
の
必
要
の
有
無
に
拘
ら
す

•
國
廣
所
得
の
分
配
並
び
に
：國
民
財
摩
の
：分
配
を

規
：し
、
ま
た
個
人
所
得
並
び
に
個
人
財 

産
の
消
費
を
抑
す
る
の
自
的
を
，以
て
徵
牧
す
る
と
こ
ろ
の
賦
課
物
で

あ
：る
しCH

〕o 

,.: 
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r:
髓
本
美
夫
解
舞
ク
グ
ナ
ナ
氏
財
政學
し
下
卷一！！

九
三
頁
-

I

:

グ
グ
ナ
ア
.は
こ&

政
策
諭
を
猶
は
處
タ
に
述
べ
て
ゐ
る>:.
例
'へ
ば
、
#
ル
ほ
‘租

檢

原

則

論

第H

の
國
民
雜
濟
上
の
原
则

Si

と
こ 

ろ
で
能
源
諭
を
説
き
、
こ
ん
，で
純
財
政
的
見
地
と
社
會
政
策
的
見
地
と
を
區
別
：

t
る
。
：#
れ
に
從
.へ
ば
、
：辨
源
は
*
づ
國
民
輕
濟
的
凰

地
か
ら
看
れ
ぱ
、
常
に
國
民
所
得
に
お
か
れ

.ね
ば
な
ら
ぬ
。
：駕
じ
貌
源
が
國
民
財
産
ね
，お
，

^
れ̂
る
な
ら
ぱ
ク
：常
に
國
民
.資
本
0
減
少
を

.
•

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

招

來

し

遂

に

は

貌

W

溢
渴
え
な
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
。
併
し
乍
ら
社
會
政
策
的
見
地
が
ら
謂
へ
ぱ

> 
資
本
も
亦
瓶
得
と
同
樣
税
源 

た
り
：得
る
。
，
即
ち
社
會
政
策
的
目
的
を
達
る
爲
め
に
は
財
産

.
•資
本
に
課
桃
す
る
こ
と
は
正
當
で
あ
る
。
唯
：だ
財
産
課
税
は
財
産 

:

の
起
源
び
財
産
の
目
御
；、
チ
租
槐

(
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glie 
巧
？

inaii2wiss<ensi:ha1̂
3I,-

ざ
み
ツ
い
'绝ンね

 4.3S2,

..
' 

ン(

2
0
.
’
J
b
e
r
^

い一'êIK3̂
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政
學
の
具
有
す
る
政 

洽
的
性
格
を
理
論
的‘，に
统
明
は
し
な
い0
/彼
れ
'
の

脉

政

舉

體

系

は

，鶴
態
一
に
屬
.

す

を

驚

諭

セ

，わ

參

か

ら

、
、と

の

粮

粮

わ

所

謂

財

政

理

論 

的
に
ぱ
說
が
て
替
ら
ぬ
ぅ
.唯
だ
彼
れ
は
財
政
ぬ
制
度
だ
れ
良
體
を
：隐
明
ホ
を
場

♦
にr:

ハ
祭&

政

治

的

：見

解

が

艦

激

に

必

要

‘？
^
あ
る
こ

と 

賊
調
す
を0
,各
政
黨
はM

を
通
じ
て
そ
の
政
策
綱
領
だ
實
親
ザ
家

0
機
能
及
び
政
治
的
洁
動
は

S
S

ど
繞
0
:文
行
ほ
れ
る
。 

，而
財
：

®
現
像
は
政
治
的
ぱ.嬰

囚

，に
，ょ

つ

て

決

定

.せ

る

ぐ
Z
の
：
要

因

を

中

心

と

し

.て

財

政

制

度

を

說

と

こ

：：ろ
に
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レ
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'

.

，り
い
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-

.

.

,

.ノ
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.

.
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.

:.

$

の
：
特

摄

が

あ

る

o
'

素
わ
財
政
制
度
は
國
家
の
機
機
ハ
議
會•獨
栽
政
治
機
關)

を
通
じ
て
成
ま
す
る.
が

ら

、
：
：
：
こ

か

點

か

ら

み

て

> 

l
i

 

し
も
財
政
め
政
治
的
耍
因
を
否
定
は
し
い
。
摩
ろ
當
然
な
こ
と
と
し
て
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る

0
併

し

ら

：

r

般
m
財
政
制
庶
論
者 

S

參
◎
財
败
，の
.極
微
的
方
面
お
述
ベ
て
 

>
'
.
こ
の
政
治
的
.耍
因
を
輕
視
レ
て.ゐ
る
。
：無
諭
財
政
に
ほ
拔
術
的.
面
が
あ
る
。'
然

レ

ジ
1 

1
は̂
：̂
^
.
ゐ
技
§
的
方
面
と
政
治
方
面#
^
:
|
.
!

極
別
じ
：̂
^
;
、
：：制
廣
4
に
お
は
る
政
治
的
耍
因
ぞ
重
福
ホ
る
。

〕

わ
々
て
彼
れ
の
財
政
學
は
脉
政 

1

說
明
め
上
に
#
^
¥
^
,
わ
政
治
的
性
格
ポ
間
明
す
ー*
ー̂
わ
ね'だ
ど
購
#
\
妬̂
.化
タ
‘ ：
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< 

、;ノ 
.
.
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財
政
舉
ゅ
政
檢
的
格
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かにしよぅ
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:
•:

ね
：彼

れ

あ

る

と

、
：
財
政
现
象
の
研
究
に
お
い
め
ほ

>
、財
政
的
、
輕
濟
的
耍
因

&

み
な
ら
す
、
政
治
的
、
：

S<|PI

的
、
法
律
的
耍
因
の

1 

切
ぉ
考
察U
な
：

6
れ
ぱ
な
.

i
i
g
。
：

賊
政
學
は
唯
だ
純

i
：®

濟
理
論
的
觅
地
か
ら
ね
財
政
.間
®g

究

に

限

；

れ

：で

ホ

な

わ

：

襄

レ
 

政
治
的
摩
励
わ
捨
象#
る
お
を
れ
る
，か

。
' こ

れ

：W
ら
0

膨

史

的#
實

を

無

視

：ホ
を
；

A：J

ど
.
化w

o
r

蓋
.し
有
ら
、ゆ
る
時
代
に
お

S

 

て
.ゃ」

大
部
な
0
政̂
治
@
}
し̂
を
は
社
會
的
：大
改
夢
は
財
政
的
譜
原
因
に
ょ

'
っ
ー
や
生
じ
ン
あ
^
^

極
め
：て
重
耍
，な
る
助
政
問
題
ほ
政
治
的
謝 

腐
因
の
影iiQ"

も
と
に
提
起

S
れ
棘
炎
さ̂
お
か
ホ
取

:

例
ペ
ー

：
S
W
K

ンK.

に
#
け
！̂
租
檢
、
、
財
政
獨
ホ
の
&
纖
の
發
膨
は
本
賞 

上
政
治
的
厳
因
に
ょ̂o
^
も
.
の

で

あ

る
ー
0
.

翁

十

七.據

紀

中

葉

ね

ィ

ギ

：ル
ス
，革

命

>
'
.
第
4
-
.
八

世

紀

末©
.
1
^
:
^
|
^
;

ン
ス=革

命

は

直

接

に

-は

財

政

的 

原

因

に

ょ

っ

て
.起
っ
：

ゐ
を
タ

：

ま
.た

課

親

般1

が

：平

等

性0
原
理M

フ
：
ラ
：
ス
^̂
^̂

珊
の
給
果
す
ぎ
な
い
。

.
糖
ほ
總t

て
のS

に
お
.
.
Uて
、.一
財
政
上
の
醇
權
は
こ
れ
お
享
得
や
る
：

ttli

階
級
ね
政
说
的
優
位
に
义
っ
て
說 

明
さ
れ
：f

.
#
情
斯 >>わ

如
く
で
あ
る
か
ら-
-
:
彼
れ
に
從
ふ
と
：
Y
,財
嗽
問
題
及
び
賊
跃
理
論
の
.研
究
に
當
っ

P.

政
浪
的
耍
因
，
^
默
過
t 

る
こ
と
は® 
來

一

い

•
ご
-
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^
^
^
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て
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.J&e, Ibid,.p, 8,9’

.
加
家
の
財
政
活
動
：

^
本
質
.上ii；

等
か
の
政
的
組
織
を
豫
想
す
る
。
財
政
現
象
は
充
た
す
べ
き
公
的
欲
望
が
あ
り
、
且
っ
こ
れ 

を
充
足
す
る
公
胡
活
働
‘ザ
あ
る
ら

.こ

そ生

起

す

こ

，；

0
^

現
象
は
或

政
治
的
環
境
.の
中

に
親
れ
る9

恰
も
結
银
が
原

因

を豫
想
す

る/

C
、
：.財
政
ぱ
國
家
をM

ず
る
べ.公

的

槪

念
"
そ
の
組
紘
に
便
な
る.事

情

の

決

定

は

財

政

學

，
ゆ
主
要
な
る
，斷

象

ヤ

は

な

’い
。 

併
し
其
は
樣
.々に
：現
れ
る
財
政
問
題

：0:

本
質
的
§

セ
あ

J0O.,

だ
か
ら
，こ
れ,：̂
牆
象
と
と
は
；不
部
熊
の
や
ぅ

.に
厭
は
れ
る
と
彼
れ
：
 

は

謂

つ

ゼ

ゐ

る
.

(

1〕

9
ゾ
.ベ
ゾ
ぐ
 

’
.
I 

_
v 

. 

- 

- 

'
V 

- 

-

じ
'
.
K
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■

- 

，一：/
 

‘
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：
-
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チP

•
ゆ
ン V  

' 

.

.
ベ
-
/
.
,
,

'

つ
や
 

バ
リ
"
，
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''

 

'
 

然
ら
ぱ
こ.の
政
治
的
要
因
は
如
何
な
る
.內
容
を
も
ち"、ま

た

持

：
り
♦へ.
.き

か

。

ジ..み
1
ズ
'は

ダ

グ'*チ
ア
の
社#
政
策
：的
：理

念

を

否

定

し

、

— 

人
間
に
財
産
の.平
等
を
實
現
す
る
：や
ぅ
に
財
政
手
段
を
決
定
す
る
こ
と
は
財
政
學
の
目
的
で
な
い
と
い
ふ
。
無
論
財
政
學
は
こ
の 

社
會
的
目
的
を
除
外
はし
な
.
S
9
:
俳

し

財

政

學

：
の
：
目

的

'
は

：
、
：

：：：.一

定

め

，
國

に

：
お

：

S

て
：
或

§
的
自
的
を
達
ポ
る̂
i

M

'公
的
活
動
が
組
織. 

さ
れ
"：：

か
く
し
て
財
政
制
度
；が
生
起
し
た
場
合
、
：
1
方
こ
の
公
的
活
動
：.が
集
團
性
の
た
め
に
表
は
す
社
會
的
價
傭
と
、
他
方
そ
れ
が
全 

體
：：の.：同
人
.ホ
對
.し
て
：養
き
错
す.經
濟
的
^
^
^
纖

と

お

比

例

す

:財
^

®
は
生
起
レ
ウ〜

あ
る
財
政
活
動
を
：
^
^
確

に

.
捕

捉

す
 

.
ベ
：
き

で

f

.
が 

>

:

その爲め：に：

富
値
の

'輒
題
：と
個
人
負
婚
の
間f

の
雨
面
が
比M

さ
，れ
§

1

ぬ
aて
か
を
彼
れ
は
一 

國
'の
：財
政
制
廣
、

〔

へ
達
せ
ら
る
.ベ
，き
社
#

目

的

及

び

こ

一

わ

®

め

1
:
;
^
^
;
^

情
勢
0
間
に
存
す
ぺ
き
關
係̂

^
明

ら

.
か

に

ま

る

と

と

が

牀

政

學

.

.

.

.:.'  

.
,な

ヴSU..V :

ハ.：

ン
ソ>ー
：
ぱ^̂
^
 

,.n
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，'ー
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.
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.
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.

.
鶴

ほ

：ジ

：
e
r

ズ

は

政

治

的

性

格

め

：：

C

容

に-*^5

て
は
；、
ル
ロ
ケ
•
.
ポ
オ
リ

k

.

-

及
：び
ス
：
れ
：タ
：ル
：ム

：，

の

如

き

霞

的

主

義

者

で

は

な

一 

^
o 

w 

ズ
：

M:.

よ
；る
：あ

r

彼
作
等
は
財
政
學
に
社
會
的
見
解
を
導
入
す
る

.ち
i
を
極
觸
あ
嫌
ホ
糸
り"

禱̂.Q S
S

廣
を
靡
V
た
P
ま
た
.。
 

財
政
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i
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性
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彼̂

り
^

ほ
革
,
i

,

取
論
者
めi

g

一
 

惹
敦
起

さ̂

も

.のセ
あ

る
0
.
.
.搜
取
i

に
f

な

：
を

社

會階
級
は 

ま

，
ま

で
-

に
#

灌

職

をi
n

己

：
に^

.や
-
に̂

淳5
:

て
來
，

ま

ら

：！ 
B

.

時
代
め
財
政®

を
厳
密
：

に
；？

る

を

、

如

.何
 

;

な
る
^

^

ザ政
滴
；的
權
力
：を
掌
握
する
か

を
確
言
す
タ

こ

と

が

出

來

る

：の
で
；

,

^

る
。.
ジ
*

1

ズ

は

こ

の

勢

力

說

を

饿

嚴

認

し

て

ゐ

る

。 

遍
を
還
ず
る

A

確
か
に
さ

ぅ
だ
と
>

ふ
0

併
し
彼

れ

に

由

れぱ
、
，
ぶ
の勢
力
說
は問
題

の
全
.部
面

を
#

へ
て
居
ら
ぬ
。
お

，
 

政

の

的
部
®
,
の

み

を

重

視

：

U

:

て
、

'
.ま

^

^

:

:財
政
的
，
鼓

治

ま

、

t

て
：の
：
®

®

^

雲

：す
る0
:

は
桓
端だ

-.;

直

舉

f

ま

財

政
§

任
務
.だ

と

ぉ

當
I

s

げ
込
一
ん.セ

〕
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-
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' 

r
、
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ぃ；以は
ジ
ふ

1
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財
政
：

j:

般

騎

に

現

れ

る

：政

治

的

潜

精

を

姻

ら

か

：
に
じ

.
ぃ
析を
承
さ
ラ。
-
.
"
.

ん
.
：
- 
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、
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;
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^
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C

經
費
。
I

經
費
り
提
起
ず
る
：本
質
的
な
間
題
の
，

1

，
つ

は

幾

何

の
，®
®
<:

を

支

出

す

ぺ

：
き

：
か

を

5.

ふ

こ

と

：
で

あ

：
る

0 

" 

AJ.

の
經
費
額
め
問 

題
は
共
同
欲
望
決
定
：の
；間
题
で
も
あ
る
。
共
同
欲
望
の
籍
耍
素
は
無
論
政
治
的
に
解
炎
せ
ら
れ
る

.が
、
こ
の
解
決
は
政
府
の
評
償
に
依 

#
や
る
.？
線
べ
，：て'の
.時
代
に
お
い
て
公
的
活
動
が
同

一

で
な
い
所
以
は
こ
の
評
偵
の
相
逮
に
邀
く

 

0
1而
し
て
こ
の
種
の
間
題
は
凡
て
政

洽
的
救
序
：わ
問
题
セ
を
為
公
的
活
動
の
組
織
に

.ょ
つ
：
て

充

足

ボ

ベ

ぎ

公

的

欲

黨

か

決

定

.，
'ま
お
公
的
活
動
擴
大

：c
^

膨
B

の
事
象 

ほ

耍

す

る

；に

政

治

問

題

だ

ぶ

被

れ

ほ
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：つ
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.
•牧
入
0:

公
的
牧
人
は
財
政
の.本

質

的

部

門

：だ

と

1

般

に

考

へ

；ち

れ
.て
ゐ
る
が、
' Z
れ

は

間

逮

セ

あ

：る
。
.：
.牧

入

は

經

費

を

跟

ふ

た 

め

に

、
，
.ま

た

經

齋

額

に

，應
じ
て

#
在
す
る
.に
す
ぎ
な
レ
ヵ
：：唯

だ
；：>3,の

.，

限
タ
に
お.

5
:

て
ン
收
'入
.が
：重
要
な
る
役
割
を
演
ず
る
と
い
ふ
の
は 

し
い
aぃ
そ)

こ
で
、
決
定
せ
ら
れ
だ
經
費
が
租
税
の
羊
段
に
よ

'つ

セ

如

何

に

酣

分

：せ

ら

る

み

き

か

の
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懷
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中
最
も
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て
る
部
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こ
の
豫
算
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で
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こ
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で
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れ
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豫
算
は
木
質
的
に
政
治
的
行
爲
で
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が第
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に
明
ら
か
に
し
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と
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る
の
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こ
の
理
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で
あ
る
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と
冒
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た
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れ
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政
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。
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